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こ
う

　

し

ん

　

く

　

　

よ

う

　

　

な

ｏ
庚
申
供
養
婢

元
禄
９
年
（１
６
９
６
）９
月
７
日
建
立

【所
在
地
】
大
沢
操
氏
宅
裏

爺
工
様

浮
き
彫
り
像
婢

庚
申
供
養
碑
の
遠
景

.…Ⅲ″
●■ _メ

庚申供贅碑

●

，

ぞ
う

　

な

Ｅ
一区
］

蚕玉様碑の違景

蚕王様碑

1

［二
区
］

庚
中
と

い
う
の
は
．
干
支
の
庚
と
中

の
重
な
る
日

の
こ
と
で
．
ｍ
日
に
―
回
ま
わ

っ
て
来
る
．
中
国
か

ら
来
た
信
仰

一、

こ
の
夜
眠

っ
て
い
る
間
に
．
そ
の

人
の
体
内
に
居
る
と

い
う
．

．
口
と
言
う
虫
が
―
て
．

こ
の
虫
が
飛
び
―――
―
、

そ
の
人
の
悪
■
を
入
帝

に
告

け
る
と
い
う
．

そ
の
た
め
に
信
者
が
集
ま

っ
て
　
工Ｈ
面
令
剛

・
を

祭

っ
て
寝
ず
に
日
の
出
を
待

つ
．
こ
れ
を

．お
日
待

ち
」
●
ョ
＝
ヽ

こ
の
よ
う
な
ｉ
中
信
仰
か
喘
ん
に
な

る
と
、
お
日
待
ち
だ
け
で
な
く

一ｉ
中
供
責
塔
」

の

建
立
に
ま
で
発
展
し
．
各
所
に
塔
が
す
ち
．
町
山
に

は
こ
の
信
”

に
円
係
あ
る
石
造
物
は
実
に
１
３
０
為

余
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
．
そ
の
中
で
も

こ
の
塔
は

ド
部
に
猿
が
三
匹
刻
ま
れ
、
元
禄
，
年

（１
１
１
１
）

の
建
上
で
町
の
中
で
は
古

い
と
い
わ
れ
て
い
る
．

文
化
４
年
（１
８
０
７
）
６
月
建
立

【所
在
地
】
上
原
修
氏
宅
前

蚕
■
様
碑
に
は
．
文
字
碑
と
浮
き
彫
り
像
碑
の
■
種

類
あ
る
が
．
此
処
の
碑
は
郡
下
最
大
と
言
わ
れ
．
浮
き

彫
り
像
碑
で
あ
る
．
右
手
に
桑
の
技
を
持
ち
．
左
手
に

宝
珠
を
持

つ
機
織
り
の
守
護
神
で
あ
る
．
同
時
に
蚕
の

供
養
塔
と
し
て
養
蚕
に
携
わ
る
農
家
に
よ

っ
て
建
立
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
．
神
様
の
名
前
は
．
蚕
土
様

・
蚕
霊

塔

・
絹
笠
大
明
神
等
ニ
ー
ニ
種
類
以
上
が
あ
る
。
ま
た

祀
り
人
に
よ
り
異
な
り
、
神
像
系
と
仏
像
系
の
二
種
類

が
あ
る
．
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て

ん

水
天
宮

（給
本
営
、
福
岡
県
久
留
米
市
瀬
下
町
鎮
座
）

御
祭
神
は
．

天
仰
中
――
人
神
．
安
徳
人
白
Ｉ

高
倉
平
中
一
ヽ

建
礼
門
院

（１

位
の
尼
）
の
四
神

出
来
は
、

キ
水
４
年

（１
１
８
・ｉ
）
源
平
の
壇
ノ
満
の
戦
い
で
平
家
．

利
あ
ら
ず
と
見
る
や
．
建
礼
門
院

（二
位
の
尼
）
は
人
■
の
安

徳
天
皇
を
抱
か
れ
て
入
水
じ
共
に
命
を
落
と
さ
れ
た
。
こ
の
ご

両
人
を
，
品
倉
平
中
宮
に
仕
え
て
い
た
女
官
が
伊
勢
の
ヵ
ま
で

逃
れ
．
水
大
官
と
し
て
祀

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
．

こ
の
水
天
宮
砕
は
惣
兵
衛
堤
防
が
完
成
し
‘
百
年
後
の
嘉
永

―
年

１^
８
３
１
）
に
建
立
さ
れ
た
が
．
昭
和
３
６
年
あ
夫
水

害
で
堤
防
か
決
壊
し
た
時
ド
ヽ

本
流
に
流
さ
れ
兄
失

っ
て
●
た

か
．
Ｔ
戊
３
年
に
　
・
１１
■
中
水
中
よ
り
発
見
さ
れ
、
平
成
８
年
に

現
在
地
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
．

（五
区
に
し
水
天
官
が
あ
る
）

滞 '
て,
ぐ

つ

宝
暦
”
年
（１
７
６
３
）建
立

【所
在
地
】
北
原
洲
平
氏

墓
地
内
（自
宅
裏
）

水
天
宮
０
遠
景

水
天
宮
は
京
都
の
仁

和
寺
と
深
い
関
係
が
あ

り
、
「
宮
」
は
皇
字
と

も
関
係
し
貴
重
な
碑
で

あ
る
が
．
由
緒
に
つ
い

て
は
省
略
す
る
。

ｏ
橋

よ

う

　
　
な

供
養
碑

［二区］

橋
供
養
碑
の
あ
る
遠
景

二区
一灯

一袖肇
等

水天官

舅

橋
供
養
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
下
あ
た
り
ま
で
天
の
中

川

（天
竜
川
）
が
流
れ
て
い
た
り
、
時
に
は
淵
を
造

っ
て

い
た
り
し
て
い
た
。
こ
の
辺
り
に
渡
船
場
が
設
け
ら
れ
て

い
て
．
対
岸
の
伴
野
と
を
舟
又
は
水
量
の
少
な
い
季
節
に

は
土
橋

・
木
橋
が
設
け
ら
れ
、
双
方
の
村
人
や
旅
人
の
往

来
に
供
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
橋
は
人
馬
の
往
来
や
荷
物
の
運
搬
に
は
欠

か
せ
な
い
の
で
、
安
全
に
往
来
が
で
き
る
よ
う
橋
の
霊
に

祈
願
し
た
り
．
ま
た
不
幸
に
し
て
流
失
し
た
橋
の
供
■
を

も
兼
ね
た
り
し
て
い
た
。

橋供養碑

′,

ヽ
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ほ
ん
　
む
ね
　
づ
く

ｏ
本
棟
造

安
政
２
年
（１
８
５
５
）卯
９
月
吉
日
建
築

【所
在
地
】
松
島
美
智
子
氏
宅

⑩
稲
荷
大
明
紳

|

、
１
１
′

［二
区
］

潜
り
戸
が
残
り
勾
配
も
緩
や
か
で
、

平
面
は
上
方
形
に
近
く
．
本
棟
切
妻

（妻

入
）
造
り
で
、
大
屋
根
が
典
型
的
な

も
の
で
あ
る
。

問
口
７
間
、
奥
行
き
ヽ
間
、
建
ち

１８
尺
．
勾
配
３
寸
２
分
．
流
れ
寸
法

２５
尺
で
あ
る
。
鬼
工
は
手
造
り
で
、

横
６
尺
．
高
さ
約
３
尺
の
大
き
な
物

が
残

っ
て
い
る
。
こ
の
鬼
瓦
に
築
造

年
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
。

下
市
田
に
も
本
棟
造
り
の
民
家
が

各
所
に
見
ら
れ
る
が
．
改
造
な
ど
に

よ
り
潜
り
戸
が
残

っ
て
い
る
民
家
は

少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

〔参
考
〕

本
棟
造
り
の
民
家
は
．
松
本
を
中

心
と
し
て
北
は
大
町
辺
り
、
南
は
飯

田
付
近
ま
で
広
が

っ
て
お
り
、
他
の

地
方
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
独
特
の

二
人
に
よ

っ
て
建
立
さ
れ

た
と
記
さ
れ
て
い
る
．

（追
記
）

稲
荷
は
稲
生
の
意
で
Ш

の
神
で
穀
物
を
主
宰
す
る

神
と
さ
れ
．
寺
や
家
庭
の

守
護
神
と
し
て
も
ま
つ
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

姿
で
あ
る
．

吉
田
に
国
の

重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い

る
竹
ノ
内
家
の

本
棟
造
り
が
あ

る
。

●‐■●|′■|´  .

い
な

京
都
の
稲
荷
山
に
鎮
座
す
る
伏
見
稲
荷
大
明
神
の

「倉
稲
魂
神
」
を
祭

神
と
す
る
。

五
穀
を
司
る
神
で
中
世
以
降
は
．
農
耕
の
守
護
神
と
し
て
で
な
く
．
商

工
の
神
と
し
て
信
仰
が
拡
大
し
て
．
有
名
と
な

っ
た
豊
川
稲
荷
神
社
が
あ

る
。
江
戸
で
は
専
ら
町
内
安
全
と
さ
れ
、
各
地
に
分
社
を
持
ち
．
信
仰
を

拡
大
し
て
き
た
。
稲
荷
は
狐
の
異
名
で
稲
荷
の
神
の
使
い
と
さ
れ
、
狐
は

稲
荷
と
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
る
。
狐
を
神
と
す
る
思
想
は
中
国
か
ら

伝
え
ら
れ
．
日
本
で
は
奈
良
時
代

（７
１
０
，
７
１
４
）
か
ら
こ
の
思
想

が
あ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
稲
荷
は
伏
見
稲
荷
で
、
松
鳥
家
四
代
前
の
伊
二
郎
氏
が
．
文
久
４
　
″

年

（１
８
６
４
）
に
、
戸
日
吉
左
衛
門
家
重
、
―
匠
荒
井
竹
四
郎
信
広
の

な
い
　

み
ょ
う

　
Ｌ
ん●

・
　

．．
［二
区
］

稲荷大明神

本棟造の全景

□
田
□
Ｄ

文
久
４
年
（１
８
６
４
）
甲
子
年
２
月
”
日

【所
在
地
】
松
島
美
智
子
氏
宅
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み
ち

〓

―

―
■

①
硝
一

斗iE
↑示
し
る
べ

〓

区
］

【所
在
地
】
松
島
修
二
氏
宅
前

神
稲
建
設
駐
車
場
の
石
●
に
東
に
向
い
て
建
て
ら
れ

て
い
る
。
向
か

っ
て
左
に

「左
あ
き
は
適
」
．
右
に
大

明
５

（１
７
８
５
）
、
更
に
右
側
面
に

「大
沢
」
と
刻

ま
れ
て
い
る
。

道
標
に
固
有
名
詞
が
あ
る
の
は
珍
し
い
。
下
に
四
軒

の
大
沢
姓
が
あ
る
の
で
．
そ
の
中
の
誰
か
が
秋
葉
参
り

の
人
た
ち
の
使
を
図

っ
て
建
て
た
も
の
と
思
わ
れ
る
．

こ
の
道
標
は
明
ら
か
に
向
き
が
逆
に
な

っ
て
い
る
。

出
原
方
面
か
ら
旅
人
の
た
め
の
案
内
で
あ
る
の
で
．
道

路
下
に
西
向
き
に
建
て
ら
れ
て
い
た
も
の
が
．
道
路
―

事
に
よ
っ
て
現
在
の
位
置
に
移
さ
れ
て
い
る
。

_ti=]1‐
‐

●__｀

西方に向いているべきものが工事によって東に向
けられてしまった。位置も西側へ移動している。

道
標
の
周
|,

み

ち

⑭
道

■i3
↑示
ｔ
る
大

［二
区
］
　

【所
在
地
】
大
澤
順
一氏
宅

前

秋
葉
参
詣
と
飯
田
へ
の
案
内
で
あ
る
。
古
く
か
ら
建

て
ら
れ
て
い
た
馬
頭
観
音
を
利
用
し
．
た
に

「左
あ
き

は
道
」
、
右
に
は

「右
い
ヽ
た
道
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
道
標
は

「回
村
線
」
沿
い
に
あ
り
、
出
原
方
面

か
ら
の
旅
人
に
対
す
る
道
案
内
で
あ
る
。
左
の
里
道

（秋

葉
道
）
を
下
る
と
渡
船
場

（北
原
州
平
氏
宅
北
）
に
着

く
。
ま
た
．
田
村
線
沿
い
に
西
南
に
行
け
ば
飯
回
へ
と

向
か
う
。
高
さ
約
７
８

ｍ
．
幅
約
６ｌ

ｃｍ
の
立
派
な
も
の

で
あ
る
．

2,

摯

′

/
1

ア メ

麟

道標の遠景
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t
よ

宝
永
８
年
（１
７
１
１
）
建
立

【所
在
地
】
大
沢
　
操
氏

宅
「お
庚
申
様
」
境
内
内

観
Ｌ
古
普
”
は
阿
弥
陀
如
来
の
■
に
立

つ
脇
侍
で
あ
る
．

地
蔵
菩
Ｌ
と
並
ん
で
庶
民
に
最
も
■
し
ま
れ
た
吉
両
で
あ
る
．

研
世
音
は
世
の
人
が
そ
の
名
を
唱
え
る
音
声
を
制
し
て
．

そ
の
人
の
持

っ
て
い
る
苦
し
み
や
悩
み
を
解
決
し
て
下
き
る

有
雌
い
仏
様
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
．

信
者
が
■
ま

っ
て
講
を
■
り
．
各
所
に
信
と
に
よ
る
堂
を

造
り
信
仰
を
深
め
る
が
．
各
所
に
造
ら
れ
る
観
音
堂
を
お
互

い
に
参
丼
し
よ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
，
―
二
観
音
巡
拝
が
始

ま
る
こ
と
に
な
る
．
右
手
に
持

っ
て
い
る
の
は
筐
の
花
で
あ

る
．ド
市
田
間
ヶ
沢
の
清
水
庵

（観
占
十
）
は
．
伊
＝
西
日
の

二
十
二
番
所
の
う
ち
．
二
―
六
希
札
所
で
あ
る
．

で
あ
る
．

道
祖
神
に
は
．
文
字
を
刻
ん
だ
碑
と
、
男
女
双
体
の
道
祖
神

像
を
刻
ん
だ
も
の
が
あ
り
．
安
曇
地
方

に
は
多
く
見
ら
れ
る

が
、
高
森
に
は
大
島
山
に

一
基
あ
る
。

か

ん

　

　

ぜ

　

お

ん

　

　

ぼ

　

き

つ
　

ぞ

う

祝
せ
音
薔
薩
像
婢

ど

う

　

そ

　

　

し

た

①
道
粗
沖
［二
区
］
　

【所
在
地
】
福
島
家
氏
神
境
内
内

［〓
区
］

遠景

聖観世音苦薩像

一

道
祖
神
は
中
国
で
は

一道
路
神
」
と
言
い
．
中
国
か
ら
入

っ
た
信
仰
で
あ
る
。

日
本
で
は

「塞
の
神
」
と
し
て
、
悪
の
人

っ
て
来
る
の
を
防
ぐ
と
信
じ
ら
れ
．
道
端
に
建

っ

て
悪
霊
の
侵
人
を
防
い
だ
り
．
道
路
や
旅
人
の
安
全
を
守

っ
た
り
す
る
と
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
．

良
縁
．
子
係
繁
栄
の
神
と
も
さ
れ
て
き
た
。

な
お
、
日
本
で
は
古
く
か
ら
、
賽
の
河
原
の
神
と
し
て
幼
く
し
て
亡
く
な

っ
た
霊
の
守
護
神

と
し
て
．
亘
―^
で
妨
律
う
幼
子
の
霊
を
慰
め
救

っ
て
下
さ
る
と
し
て
．
信
仰
さ
れ
て
い
た
よ
う
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